モデル地域の概要（静岡県伊豆の国市）
	地域の概要
	静岡県東部の伊豆半島に位置する伊豆の国市は、平成17年4月に田方郡の韮山町、伊豆長岡町、大仁町の合併によって誕生した。この合併により、旧韮山町エリアを中心とした歴史・文化、旧伊豆長岡町エリアに代表される温泉、旧大仁町エリアを中心とした自然・景観・商業など、多彩な観光資源を有する地域となり、この恵まれた観光資源を一体化することでより魅力有る観光地づくりが可能になった。

観光入り込み調査では、伊豆半島でも有数の規模と知名度を持つ伊豆長岡温泉を中心に、伊豆の国市全体では、年間宿泊者数77万人、観光施設の利用客数138万人が来訪している。

しかし、近年においては日帰り客の増加に伴う宿泊客の減少や他の周辺観光地へ向かうための通過点になってしまう傾向が認められる。

今後は、旧3町の観光資源を一体化させたスケール感や魅力づくりを急ぎ、国内は元より外国人観光客にも魅力有る地域づくりをして観光交流人口の増加を図る必要がある。

	「観光地域プロデューサー」を必要とする理由
	平成17年4月の合併により誕生した伊豆の国市は、市の特色である豊富な温泉と温暖な気候や地元産の安全な食べ物などを活用し、来訪者に新たな健康づくりの取り組みを提案するとともに産業振興や観光振興をすすめ、活力に満ちた「温泉健康都市」を目指している。このため、行政と伊豆の国観光協会が中心となって観光に関する各種イベントや事業を実施し、合併前に旧3町が持っていた観光資源を相互に結びつけて、より魅力が高まるように努力はしているものの、観光客の減少傾向に歯止めをかけるまでには至っていない。

そこで今後は、伊豆の国市、伊豆の国観光協会及びＮＰＯ伊豆の国ルネサンスなどが行う、観光に関する各種イベントや事業を磨き上げ、旅行商品化して販売し、集客に結びつけることが必要である。

しかしながら、それを実現するノウハウと実務経験を持った人材いないため、観光地域プロデューサーの力を借りてその実現を図る。

	「観光地域プロデューサー」が行う業務
	１．伊豆の国市内の資源を活かした､旅行商品の造成及び販売

　　（地域資源の見直し及び発掘）

　２．首都圏への広報戦略

　３．周辺地域と連携した広域旅行商品の造成

　４．外国人客向けの旅行商品の造成

　５．海外キャンペーンの実施（主にアジア地域）


	「観光地域プロデューサー」の配属先
	伊豆の国観光協会
〒410-2201　静岡県伊豆の国市古奈255


	給与の支払者
	伊豆の国観光協会

	給与等の額
	年俸360万円（1/12を毎月支払い）

	勤務形態、就業時間等
	就業時間は午前9時から午後5時まで（休憩1時間）

週休２日制

	雇用期間
	平成19年10月から平成2０年3月まで

	その他
	○配属先における指揮命令系統
　　　観光協会長―事務局長―「観光地域プロデューサー」

○サポート体制

　　　実施する事業内容に合わせて、市や関係団体がサポートする。


